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色絵の系譜 古九谷・再興九谷を中心に 第2展示室

［特集］百万石大名の装い 前田育徳会尊經閣文庫分館

ルビーガラス瓶 ドイツ

石川県立美術館だより
平成21年6月1日発行

［特集］ガラスのきらめき 第5展示室

重要美術品 県文 色絵布袋図平鉢 古九谷

6月の企画展示室
行事案内
講演会記録「加賀藩のものづくり工房」
キッズプログラム参加者募集
所蔵品紹介

特別陳列



特別陳列

色絵の系譜
古九谷・再興九谷を中心に
6月5日（金）～7月20日（月・祝）会期中無休

石
川
県
立
美
術
館
の
古
九
谷
・
再
興
九
谷
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
は
全
国
的
に
高
く
評
価
さ
れ
て
お
り
、
毎
年
の
展
示
が

楽
し
み
で
す
と
の
ご
意
見
も
多
く
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。
今
回
の
特
別
陳
列
で
は
、
古
九
谷
と
再
興
九
谷
諸
窯

に
絞
っ
て
包
括
的
に
紹
介
し
て
き
た
従
来
の
方
針
を
変
え

て
み
ま
し
た
。「
な
ぜ
」
と
の
疑
問
が
、
少
し
で
も
「
な

る
ほ
ど
」
と
ご
理
解
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

古
九
谷
は
、
十
七
世
紀
半
ば
に
か
け
て
の
世
界
的
な
色

絵
磁
器
へ
の
関
心
の
高
ま
り
と
、
加
賀
藩
の
文
化
風
土
が

高
度
な
芸
術
性
を
志
向
し
な
が
ら
融
合
し
た
結
果
生
ま
れ

ま
し
た
。
古
九
谷
の
加
飾
様
式
は
色
絵
、
青
手
に
大
別
さ

れ
ま
す
が
、
そ
の
大
胆
・
斬
新
な
造
形
感
覚
は
加
賀
の
地

に
深
く
根
付
き
、
伝
統
の
継
承
と
創
造
を
目
指
し
た
意
欲

的
な
挑
戦
が
再
興
九
谷
諸
窯
を
生
み
、
そ
の
精
神
は
今
日

ま
で
力
強
く
息
づ
い
て
い
ま
す
。

本
展
は
、
石
川
県
立
美
術
館
の
所
蔵
品
・
寄
託
品
に
、

県
内
所
在
の
優
品
、
そ
し
て
九
谷
古
窯
跡
か
ら
出
土
し
た

色
絵
陶
磁
片
を
交
え
て
、
陶
磁
史
上
特
筆
さ
れ
る
独
創
的

な
古
九
谷
色
絵
様
式
の
母
胎
か
ら
展
開
の
軌
跡
を
、
約
五

〇
点
の
作
品
・
資
料
に
よ
っ
て
た
ど
る
も
の
で
す
。

展
示
構
成
は
、
古
九
谷
・
再
興
九
谷
を
中
心
と
し
て
、

古
九
谷
の
技
術
や
様
式
に
強
い
影
響
を
与
え
た
景
徳
鎮
の

五
彩
や
、
交
趾
。
そ
し
て
自
由
な
造
形
感
覚
の
源
流
と

な
っ
た
織
部
に
、
加
賀
の
地
に
お
け
る
色
絵
好
み
の
重
層

性
を
再
認
識
す
る
一
助
と
な
る
野
々
村
仁
清
と
尾
形
乾
山

を
加
え
、
加
賀
文
化
の
所
産
と
し
て
の
古
九
谷
・
再
興
九

谷
を
歴
史
的
に
捉
え
な
お
す
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。

■
料
金

学芸員の眼

話
題
の
色
絵
陶
磁
片
が
一
堂
に

昨
年
九
月
、
加
賀
市
の
九
谷
古
窯
近
く
に
あ
る
吉
田
屋
窯
時
代
の
建
物

跡
の
周
囲
か
ら
色
絵
陶
磁
片
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。
作
行
き
は
吉
田
屋
窯
の
伝
世
す
る
作
品
と
は
異
な
る
も

の
で
す
。
九
谷
地
区
の
吉
田
屋
窯
は
、
古
九
谷
生
産
が
行
わ
れ
た
と
見
ら
れ
る
時
代
か
ら
約
百
年
後
に
築
か

れ
た
「
再
興
九
谷
」
時
代
の
遺
構
で
す
が
、
吉
田
屋
窯
の
建
物
を
築
造
す
る
時
に
、
九
谷
古
窯
の
物
原
（
失

敗
作
の
処
分
場
）
か
ら
土
を
採
取
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
陶
磁
片
は
古
九
谷
時
代
の
も
の
と
推
定
さ
れ

ま
す
。
今
回
加
賀
市
の
御
厚
意
に
よ
り
、
こ
の
陶
磁
片
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
石
川
県
埋
蔵
文
化
財
セ

ン
タ
ー
が
所
蔵
す
る
九
谷
一
号
窯
斜
面
下
出
土
の
色
絵
陶
磁
片
と
、
九
谷
Ａ
遺
跡
出
土
の
色
絵
陶
磁
片
も
併

せ
て
展
示
し
ま
す
。
こ
の
機
会
を
是
非
お
見
逃
し
な
く
。

一

般

大
学
生

高
校
生
以
下

個

人

三
五
〇
円

二
八
〇
円

無

料

団

体

二
八
〇
円

二
二
〇
円

無

料

2F
第2展示室

色絵草花文深鉢 正院焼
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前田育徳会尊經閣文庫分館第5展示室

百万石大名の装いガラスのきらめき
6月5日（金）～7月20日（月・祝）
会期中無休

6月5日（金）～7月20日（月・祝）
会期中無休

藩
祖
前
田
利
家
が
金
沢
へ
入
城
し
た
天
正
十
一
年
（
一

五
八
三
）
六
月
、
そ
の
時
期
に
合
わ
せ
て
前
田
家
歴
代
藩

主
所
用
の
甲
冑
・
陣
羽
織
と
鞍
・
鐙
な
ど
の
武
具
を
展
示

し
ま
す
。
今
回
は
、
六
代
藩
主
吉
徳
か
ら
十
四
代
慶
寧
ま

で
の
甲
冑
と
陣
羽
織
を
ご
覧
い
た
だ
き
ま
す
。

日
本
の
甲
冑
は
、
戦
国
時
代
に
槍
が
普
及
し
、
天
文
十

二
年
（
一
五
四
三
）
に
わ
が
国
に
鉄
砲
が
も
た
ら
さ
れ
た

こ
と
に
よ
り
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
戦
闘
方
法
が
密
集

隊
形
に
よ
る
徒
歩
集
団
戦
へ
と
変
化
す
る
こ
と
に
と
も
な

い
、
戦
い
の
中
で
、
機
敏
な
動
き
を
す
る
た
め
に
よ
り
軽

い
甲
冑
が
求
め
ら
れ
た
の
で
す
。
ま
た
攻
撃
す
る
武
器
が

多
様
化
し
、
強
力
化
し
た
こ
と
で
、
防
具
で
あ
る
甲
冑
の

変
化
も
促
さ
れ
、
よ
り
頑
丈
な
も
の
が
求
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
時
代
背
景
か
ら
、
こ
れ
ま
で
作
ら
れ
て
き
た

甲
冑
の
様
々
な
要
素
を
組
み
合
わ
せ
て
、
総
合
的
に
構
成

さ
れ
生
ま
れ
た
の
が
当
世
具
足
で
す
。
具
足
と
は
、
装
具

の
完
備
し
た
甲
冑
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
従
来
の
大
鎧
、

胴
丸
、
腹
巻
な
ど
が
そ
れ
だ
け
で
成
り
立
っ
て
い
た
の
に

対
し
て
、
当
世
具
足
は
兜
・
面
具
・
胴
・
袖
と
籠
手
・
臑

当
・
佩
楯
の
七
具
す
べ
て
揃
っ
て
い
る

点
が
特
徴
で
す
。

加
賀
藩
で
は
、
京
都
か
ら
招
い
た
職

人
の
技
術
に
よ
り
、
他
藩
で
は
見
ら
れ

な
い
ほ
ど
の
技
巧
を
駆
使
し
た
華
や
か

な
甲
冑
も
生
ま
れ
ま
し
た
。

ガ
ラ
ス
の
起
源
は
、
紀
元
前
の
古
代
メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア
や

エ
ジ
プ
ト
に
さ
か
の
ぼ
り
ま
す
。
そ
の
美
し
さ
ゆ
え
に
、

ま
た
、
化
学
知
識
と
技
を
極
め
た
職
人
の
み
が
作
り
得
た

だ
け
に
「
秘
法
」
と
も
い
わ
れ
た
ガ
ラ
ス
の
製
造
技
術
。

し
か
し
、
高
度
な
技
術
や
多
彩
な
技
法
が
用
い
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
今
日
で
も
、
ガ
ラ
ス
器
が
で
き
る
ま
で
の
基

本
的
な
流
れ
は
、
昔
と
さ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。

珪
石
な
ど
を
混
ぜ
合
わ
せ
、
摂
氏
千
四
百
度
ま
で
熱
を

加
え
て
ど
ろ
ど
ろ
に
溶
か
し
ま
す
。
熱
を
加
え
た
ガ
ラ
ス

は
比
較
的
簡
単
に
形
を
変
え
る
こ
と
が
で
き
、
目
的
に
合

わ
せ
て
、
型
を
利
用
し
た
り
、
空
気
を
吹
き
込
ん
だ
り
し

て
成
形
し
ま
す
。
成
形
後
は
、
熱
い
う
ち
に
装
飾
し
、
完

成
す
る
も
の
と
、
ゆ
っ
く
り
冷
ま
し
て
か
ら
カ
ッ
ト
や
彩

色
を
施
す
な
ど
し
て
装
飾
し
完
成
さ
せ
る
も
の
と
に
わ
か

れ
ま
す
。

ガ
ラ
ス
工
芸
は
、
世
界
各
地
で
い
ろ
い
ろ
な
成
形
・
装

飾
技
法
が
ガ
ラ
ス
に
独
特
の
表
情
を
持
た
せ
る
た
め
に
使

わ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
こ
と
は
、
ガ
ラ
ス
工
芸
の
様
々

な
技
術
の
発
展
に
つ
な
が
り
、
や
が
て
、
我
々
の
日
常
ま

で
続
く
豊
か
な
ガ
ラ
ス
の
暮
ら
し
を
実
現
さ
せ
て
き
ま
し

た
。人

類
の
手
で
ガ
ラ
ス
が
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
四
千
年
あ
ま
り
。
常
に
人
々
を
魅
了
し
続
け
づ
け
て

き
た
そ
の
宝
石
を
思
わ
せ
る
「
ガ
ラ
ス
の
き
ら
め
き
」
の

世
界
を
、
今
回
は
主
に
十
六
世
紀
か
ら
二
十
世
紀
に
か
け

て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
制
作
さ
れ
た
作
品
で
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

黒塗筋十二間甲冑 六代前田吉徳所用グラビール葡萄文把手付瓶 オランダ17世紀
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第10回石川示現会展石川県写真家協会展
第7展示室（午後5時閉室）第7展示室（午後6時閉室）
平成21年6月5日（金）～6月9日（火）平成21年6月12日（金）～6月16日（火）

第
六
十
二
回
公
募
「
示
現
会
展
」
は
、
国
立
新
美
術
館
に
於
い
て
本
年

四
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
般
、
本
展
出
品
作
品
を
中
心
に
第
十
回
石

川
示
現
会
展
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

二
十
二
名
が
一
人
二
点
の
大
作
を
発
表
し
県
民
の
皆
様
に
ご
鑑
賞
い
た

だ
き
、
又
、
ご
批
評
を
賜
る
こ
と
に
よ
り
私
た
ち
一
人
一
人
が
研
鑽
の
場

と
し
て
地
域
文
化
の
向
上
を
図
る
も
の
で
す
。
日
展
傘
下
の
示
現
会
は
、

具
象
絵
画
の
美
術
団
体
で
あ
り
広
く
美
術
愛
好
家
の
鑑
賞
を
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

設
立
は
古
く
昭
和
二
十
二
年
で
、（
故
）大
内
田
茂
士
・（
故
）楢
原
健
三

両
芸
術
院
会
員
を
中
心
に
創
立
会
員
三
十
一
名
に
て
結
成
さ
れ
現
在
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。
石
川
県
に
も
近
い
内
に
支
部
設
立
の
予
定
が
あ
り

益
々
の
発
展
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
野
々
市
町
太
平
寺
二－

四
十
七

示
現
会
石
川
県
出
品
者
協
会
代
表

神
田
直
次

電

話

〇
七
六
（
二
四
八
）
八
一
八
六

石
川
県
を
中
心
に
活
躍
す
る
フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
た
ち
の
作
品
を
展
示

す
る
石
川
県
写
真
家
協
会
展
を
開
催
し
ま
す
。

石
川
県
写
真
家
協
会
は
昭
和
五
十
五
年
（
一
九
八
〇
）
に
創
立
さ
れ
、

明
年
創
立
三
〇
周
年
の
節
目
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
展
覧
会
や
写
真

技
術
の
講
座
・
講
習
会
、
中
央
か
ら
講
師
を
招
い
て
の
講
演
会
な
ど
毎
年

様
々
な
事
業
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

今
回
も
優
れ
た
写
真
を
全
国
や
世
界
に
向
け
て
石
川
県
か
ら
発
信
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
シ
ー
ン
で
活
躍
す
る
プ
ロ
の
写
真
家
の
作

品
を
一
堂
に
展
示
い
た
し
ま
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
神
宮
寺
三－

十
四－

十
四

水
野
直
樹

電

話

〇
七
六
（
二
五
三
）
二
八
八
九

第13回石川県日本画協会展19回石川独立DO展
第8・9展示室（午後5時閉室）第8・9展示室（午後6時閉室）
平成21年6月5日（金）～6月9日（火）平成21年6月12日（金）～6月16日（火）

石
川
県
内
在
住
の
日
本
画
の
作
家
を
中
心
と
し
た
会
員
の
、
県
内
未
発

表
作
品
に
よ
る
展
覧
会
で
す
。
各
種
公
募
展
の
枠
組
み
や
既
存
の
概
念
に

と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
自
由
な
作
品
発
表
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
ベ
テ

ラ
ン
か
ら
若
手
ま
で
幅
広
い
層
に
わ
た
る
会
員
の
研
究
・
模
索
し
た
日
本

画
の
発
表
の
場
、
研
鑽
の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
広
く
県
内
の
日
本
画
家

の
作
品
お
よ
び
近
年
の
活
動
を
知
る
上
で
、
絶
好
の
機
会
と
な
り
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
輪
島
市
鵜
入
町
二－

三
十
七

宮
下
一
司

電

話

〇
七
六
八
（
二
二
）
七
一
四
二

石
川
独
立
は
、
昭
和
五
十
四
年
に
県
内
在
住
の
独
立
展
出
品
者
を
中
心

に
Ｄ
Ｏ
展
と
し
て
発
足
し
ま
し
た
。

日
本
的
フ
ォ
ー
ビ
ズ
ム
（
野
獣
派
）
の
流
れ
を
汲
む
独
立
展
は
、
自
由
で

個
性
強
烈
な
作
家
を
輩
出
し
て
い
る
こ
と
で
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

◇
出
品
予
定
作
家

大
部
雅
子
、
金
子
顕
司
、
京
岡
英
樹
、
桑
野
幾
子
、
田
井
淳
、

西
又
浩
二
、
堀
一
浩
、
前
田
さ
な
み
、

三
浦
賢
治
、
三
科
琢
美
、
水
野
寿
代
、
山
田
裕
之

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
堀
一
浩

電

話

〇
七
六
（
二
三
二
）
九
〇
九
一
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第23回日本新工芸石川会展第95回光風会展金沢展
第7展示室（午後5時閉室）第7～9展示室（午後6時閉室）
平成21年6月19日（金）～6月23日（火）平成21年6月26日（金）～6月30日（火）

日
本
新
工
芸
家
連
盟
は
現
代
の
生
活
空
間
に
潤
い
を
与
え
る
造
形
美
の

確
立
を
目
指
し
て
、
意
欲
的
な
創
作
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。「
美
と
生

活
の
調
和
」
を
掲
げ
て
い
る
連
盟
の
下
で
石
川
会
会
員
一
同
、
一
層
の
努

力
を
重
ね
て
お
り
ま
す
。
今
回
の
展
覧
会
も
本
展
の
入
選
、
受
賞
作
品
を

中
心
に
展
示
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
方
々
に
ご
高
覧
、
ご
批
判
い
た
だ
き

た
い
と
念
願
し
て
お
り
ま
す
。

◇
主
な
出
品
作
家

北
出
不
二
雄
、
高
光
一
生
、
榎
木
荘
平
、
戸
出
克
彦
、

松
本
昭
二
、
向
瀬
孝
之
、
高
光
一
雅
、
原
田
実
、
伊
豆
蔵
幸
治
、

柴
田
博
、
金
田
一
司
、
瀧
川
佐
智
子
、
伊
藤
寿
江
、
川
越
美
和
、

高
森
綾
子
、
高
光
史
也
、
中
尾
喜
久
二

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
宮
野
町
ト
七
四

戸
出
克
彦

電

話

〇
七
六
（
二
五
七
）
五
九
五
一

光
風
会
は
明
治
四
十
五
年
に
、
黒
田
清
輝
の
「
白
馬
会
」
解
散
を
受
け

て
、
中
沢
弘
光
、
三
宅
克
己
ら
七
人
が
発
起
人
と
な
り
結
成
さ
れ
ま
し

た
。
常
に
文
展
、
帝
展
、
日
展
の
中
核
と
し
て
発
展
し
、
昭
和
二
十
九
年

に
社
団
法
人
と
な
り
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

本
県
で
は
高
光
一
也
や
竹
沢
基
、
円
地
信
二
、
松
本
昇
な
ど
が
活
躍
し

て
石
川
の
芸
術
文
化
の
進
展
に
貢
献
す
る
と
共
に
、
後
進
の
育
成
に
も
務

め
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
金
沢
展
は
、
今
春
国
立
新
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
中
か
ら
、
基

本
作
品
九
十
一
点
と
本
県
在
住
作
家
の
作
品
四
十
七
点
（
内
基
本
作
品
三

点
）、
計
一
三
五
点
を
展
示
い
た
し
ま
す
。

◇
主
な
出
品
者

中
央
作
家

庄
司
栄
吉
、清
原
啓
一
、寺
坂
公
雄
、藤
森
兼
明（
以
上
芸
術
院
会
員
）、

堀
友
三
郎
、岡
部
昭（
以
上
理
事
工
芸
）

地
元
作
家

円
地
信
二
、
松
本
昇

◇
入
場
料

一

般
七
〇
〇
円
（
五
〇
〇
円
）

大
学
生
三
〇
〇
円
（
二
〇
〇
円
）、
高
校
生
以
下
無
料

（

）
内
は
前
売
り
料
金

＊
当
館
友
の
会
会
員
は
、会
員
証
提
示
で
前
売
り
料
金
に
な
り
ま
す
。

◇
連
絡
先
／
金
沢
市
窪
五－

六
一－

六
西
田
伸
一

電

話

〇
七
六
（
二
四
四
）
七
四
一
一

６
月
の
行
事
案
内

第31回伝統加賀友禅工芸展
第8・9展示室（午後6時閉室）
平成21年6月19日（金）～6月23日（火）

加
賀
友
禅
の
正
統
な
技
術
保
存
と
後
継
者
育
成
の
た
め
、
加
賀
友
禅
技

術
保
存
会
が
石
川
県
の
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、
現
在
は
七
名
の
友
禅

作
家
が
会
員
に
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
展
覧
会
は
そ
の
主
旨
を
推
進

す
る
た
め
に
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
石
川
県
の
文
化
と
加

賀
友
禅
業
界
の
発
展
に
対
し
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
現
在
、
第

一
線
で
活
躍
し
て
い
る
友
禅
作
家
が
、
新
し
い
加
賀
友
禅
の
創
造
を
目
指

し
て
制
作
し
た
、
新
作
の
数
々
を
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

◇
入
場
無
料

◇
連
絡
先

金
沢
市
小
将
町
八－

八

加
賀
友
禅
伝
統
産
業
会
館
内

伝
統
加
賀
友
禅
工
芸
展
事
務
局

電

話

〇
七
六
（
二
二
四
）
五
五
一
一

土
曜
講
座

午
後
一
時
三
〇
分
〜

会
場
／
本
館
講
義
室

聴
講
無
料

６
日
（
土
）

日
本
美
術
史
４

近
現
代
の
絵
画
１

明
治
か
ら
昭
和
前
半
ま
で
の
絵
画

講
師
／
二
木
伸
一
郎

学
芸
一
課
担
当
課
長

１３
日
（
土
）

日
本
美
術
史
５

近
現
代
の
絵
画
２

戦
後
の
絵
画

講
師
／
織
田
春
樹

学
芸
主
査

２０
日
（
土
）

日
本
美
術
史
６

仏
教
伝
来
と
古
代
彫
刻

講
師
／
谷
口

出

普
及
課
長

２７
日
（
土
）

日
本
美
術
史
７

仏
教
の
広
が
り
と
平
安
彫
刻

講
師
／
谷
口

出

普
及
課
長

ビ
デ
オ
上
映
会

午
後
一
時
三
〇
分
〜

会
場
／
本
館
ホ
ー
ル

入
場
無
料

７
日
（
日
）

刺
繍

福
田
喜
重
の
わ
ざ
（
３４
分
）

２１
日
（
日
）

桐
塑
人
形

林

駒
夫
の
わ
ざ
（
３７
分
）
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加賀藩のものづくり工房
－御細工所について－

御
細
工
所
の
創
設

加
賀
藩
で
は
御
細
工
所
に
「
御
」
の
字
が
付
い

て
い
る
の
は
藩
営
（
公
立
）
を
意
味
し
、
藩
の
武

具
の
修
復
や
、
藩
主
御
用
な
ど
の
細
工
業
務
を
執

り
行
う
役
所
で
あ
り
、
藩
の
組
織
の
一
部
で
す
。

そ
こ
に
勤
務
す
る
奉
行
は
御
細
工
奉
行
、
職
人
は

御
細
工
者
・
御
細
工
人
と
い
い
ま
す
。
二
代
利
長

の
頃
に
武
具
御
土
蔵
の
蔵
番
で
も
あ
っ
た
井
上
権

左
衛
門
と
い
う
手
の
器
用
な
藩
士
が
、
管
理
を
し

な
が
ら
修
理
を
行
っ
た
の
が
始
ま
り
で
、
三
代
利

常
の
時
代
に
武
具
の
補
修
を
中
心
と
す
る
御
細
工

所
を
、
藩
主
の
生
活
全
般
に
わ
た
る
調
度
品
の
製

作
を
行
う
場
所
と
し
て
組
織
化
が
始
ま
り
ま
す
。

御
細
工
所
の
組
織

貞
享
四
年
（
一
六
八
七
）
に
綱
紀
は
格
式
改
め

（
組
織
改
正
）
を
行
い
、
御
細
工
所
の
機
構
も
組

織
化
し
整
備
さ
れ
ま
す
。
奉
行
は
御
細
工
所
の
代

表
で
あ
り
、
職
人
の
採
用
や
技
術
評
価
の
把
握
は

も
ち
ろ
ん
、
人
事
管
理
等
職
人
の
環
境
整
備
が
主

要
な
仕
事
で
あ
る
と
と
も
に
、
御
細
工
人
だ
け
で

は
賄
い
き
れ
な
い
場
合
は
、
城
下
の
町
方
職
人
に

応
援
を
要
請
す
る
た
め
の
職
人
の
把
握
も
重
要
で

し
た
。
享
保
の
頃
に
な
り
ま
す
と
財
政
悪
化
に
よ

る
倹
約
も
さ
ら
に
重
要
な
役
目
と
な
り
ま
し
た
。

御
細
工
者
は
技
術
の
程
度
に
よ
り
、
上
・
中
・

下
・
未
練
（
未
熟
者
）
の
四
段
階
に
、
さ
ら
に

上
・
中
・
下
が
あ
り
十
段
階
に
格
付
さ
れ
ま
す
。

四
名
の
小
頭
（
係
長
）
が
抜
擢
さ
れ
、
足
軽
は
番

人
で
参
勤
交
代
に
随
伴
し
、
小
者
は
足
軽
の
補
助

職
を
勤
め
ま
す
。
藩
主
の
御
用
は
、
藩
主
自
身
が

好
み
や
考
え
方
を
直
接
御
細
工
者
に
申
し
渡
す
場

合
も
あ
り
、
御
細
工
者
は
藩
主
に
御
目
見
得
で
き

る
エ
リ
ー
ト
集
団
で
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

御
細
工
所
の
位
置
と
施
設
の
規
模

利
長
の
時
代
に
は
特
定
さ
れ
る
施
設
は
な
か
っ

た
よ
う
で
、
利
常
の
時
代
に
現
在
の
石
川
門
を

入
っ
て
突
き
当
た
り
に
あ
る
城
址
公
園
の
休
憩
館

と
そ
の
裏
側
を
一
帯
と
す
る
場
所
に
、
土
蔵
二
棟

の
中
に
御
細
工
所
三
間
が
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
綱
紀
の
頃
は
、
新
丸
、
現
在
の
裁
判
所
裏
の

白
鳥
路
に
あ
る
三
文
豪
の
碑
の
上
あ
た
り
に
移
っ

て
い
ま
す
。
宝
暦
の
大
火
以
後
、
城
外
に
転
出
し

今
日
の
中
央
公
園
の
東
側
一
帯
に
位
置
し
、
成
巽

閣
や
石
川
県
立
歴
史
博
物
館
が
所
蔵
す
る
絵
図
に

よ
っ
て
、
具
体
的
に
施
設
の
内
容
を
知
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

御
細
工
所
の
職
務
内
容

武
具
甲
冑
の
制
作
修
復
が
主
要
な
仕
事
で
、
御

細
工
所
の
格
式
改
め
後
の
最
大
の
仕
事
が
六
代
吉

徳
の
武
具
甲
冑
の
制
作
で
あ
り
、
そ
の
細
か
い
記

録
が
残
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
甲
冑
は
百
万
石

祭
り
に
あ
わ
せ
て
六
月
に
展
示
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。
武
具
甲
冑
の
細
工
人
を
春
田
細
工
と
い
い

ま
す
が
、
春
田
と
は
鎌
倉
か
ら
室
町
時
代
に
か
け

て
奈
良
を
中
心
に
栄
え
た
甲
冑
師
の
家
柄
で
、
そ

の
流
れ
を
く
む
職
人
を
春
田
細
工
師
と
呼
ん
で
い

ま
す
。
百
万
石
の
加
賀
藩
は
侍
の
数
が
日
本
一
多

い
わ
け
で
、
参
勤
交
代
に
着
用
し
た
武
具
甲
冑
の

修
復
だ
け
で
も
大
変
な
仕
事
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

武
具
甲
冑
の
修
復
は
町
方
細
工
人
の
応
援
が
な
け

れ
ば
で
き
ま
せ
ん
。
次
に
、
藩
主
の
生
活
調
度
や

衣
類
の
修
復
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
御
細
工
者
の

な
か
で
も
針
細
工
の
需
要
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
。

さ
ら
に
は
参
勤
交
代
の
お
供
も
重
要
な
仕
事
で
、

長
い
道
中
で
傷
ん
だ
衣
類
や
甲
冑
の
修
復
に
針
細

工
が
多
数
を
占
め
て
い
た
よ
う
で
す
。
ま
た
、
嗜

み
文
化
と
し
て
茶
の
湯
や
お
能
が
あ
り
ま
す
が
、

演
能
の
シ
テ
役
以
外
は
、
御
細
工
人
が
担
当
す
る

の
が
加
賀
藩
独
特
の
や
り
方
で
、
能
の
嗜
み
を
持

つ
こ
と
が
御
細
工
人
の
資
格
認
定
に
お
い
て
重
要

な
こ
と
で
も
あ
り
ま
し
た
。

御
細
工
所
の
現
代
版
と
し
て
復
興
し
た
の
が
江

川
市
長
時
代
の
金
沢
卯
辰
山
工
芸
工
房
で
す
。
ま

た
、
金
沢
市
で
は
百
工
比
照
の
今
日
版
を
制
作
さ

れ
る
よ
う
で
、
こ
う
し
た
世
界
を
通
し
て
金
沢
の

個
性
に
身
近
に
接
す
る
こ
と
で
、
御
細
工
所
の
存

在
が
今
日
の
工
芸
の
原
点
で
あ
る
こ
と
を
再
認
識

で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

（
三
月
八
日
開
催
の
講
演
会
の
要
旨
を
、
当
館
の

責
任
に
お
い
て
ま
と
め
た
も
の
で
す
。）

講師：嶋崎 丞
（石川県立美術館館長）

講演会記録
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夏休み親子で体験講座 他

夏
休
み
親
子
で
体
験
講
座

夏
休
み
を
利
用
し
た
小
学
生
向
け
講
座
で
す
。

親
子
で
楽
し
く
美
術
を
体
験
し
ま
せ
ん
か
？
制
作

体
験
と
バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
体
験
が
あ
り
ま
す
。

制
作
体
験

制
作
体
験
講
座
で
す
。
親
子
で
素
敵
な
作
品
を

作
り
ま
し
ょ
う
。
会
場
は
す
べ
て
広
坂
別
館
。
で

き
た
作
品
は
広
坂
別
館
に
展
示
し
ま
す
。

応
募
締
切
り
／
す
べ
て
七
月
十
日（
金
）必
着

参
加
費
／
実
費
と
し
て
千
円
程
度

（
応
募
方
法
は
下
段
参
照
）

◆
五
・
六
年
対
象

「
油
絵
に
挑
戦
！
」

七
月
二
十
七
日（
月
）午
後
一
時
三
十
分
〜

定

員
／
十
五
組
三
十
名

油
絵
の
具
を
使
っ
て
絵
画
に
挑
戦
！

◆
一
・
二
年
対
象

「
つ
み
き
で
ひ
か
り
の
ア
ー
ト
」

七
月
二
十
九
日（
水
）

一
年
生
／
午
前
十
時
〇
〇
分
〜

二
年
生
／
午
後
一
時
三
十
分
〜

定

員
／
各
回
十
五
組
三
十
名

木
片
で
自
分
だ
け
の
ラ
ン
プ
シェー
ド
を
作
ろ
う
！

◆
三
・
四
年
生
対
象

「
小
さ
な
お
り
も
の
づ
く
り
」

七
月
三
十
一
日（
金
）午
後
一
時
三
十
分
〜

定

員
／
十
五
組
三
十
名

色
糸
で
小
さ
な
お
り
も
の
を
つ
く
り
ま
す
。

バ
ッ
ク
ヤ
ー
ド
体
験
ツ
ア
ー

「
う
ら
が
わ
美
術
館
」

八
月
八
日（
土
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会

場
／
講
義
室
集
合

定

員
／
親
子
十
組
二
十
名

参
加
費
／
無
料

普
段
は
入
る
こ
と
の
で
き
な
い
収
蔵
庫
、
写
真

室
、
書
庫
、
映
写
室
な
ど
美
術
館
の
バ
ッ
ク
ヤ
ー

ド
（
裏
側
）
を
た
ん
け
ん
！

応
募
締
切
り
／
七
月
二
十
一
日（
火
）必
着

（
応
募
方
法
は
下
段
参
照
）

九
月
以
降
の
キ
ッ
ズ
プ
ロ
グ
ラ
ム

体
験
講
座
は
下
段
の
応
募
方
法
に
し
た
が
い
、

開
催
日
の
三
週
間
前
ま
で
に
申
し
込
ん
で
く
だ
さ

い
。（
鑑
賞
講
座
は
申
し
込
み
不
要
で
す
。
直
接

お
越
し
下
さ
い
。）

◆
体
験
講
座
「
ミ
ニ
屏
風
を
つ
く
ろ
う
」

九
月
二
十
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会

場
／
講
義
室

参
加
費
／
三
〇
〇
円

定

員
／
親
子
二
十
組

◇
鑑
賞
講
座
「
ど
う
ぶ
つ
が
い
っ
ぱ
い
」

十
月
十
一
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会

場
／
講
義
室
、
展
示
室

参
加
費
／
無
料

◇
鑑
賞
講
座「
工
芸
王
国
の
ひ
み
つ
を
た
ん
け
ん
！
」

平
成
二
十
二
年
三
月
七
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

会

場
／
講
義
室
、
展
示
室

参
加
費
／
無
料

◆
体
験
講
座
「
き
じ
っ
こ
茶
会
」

第
一
回

十
月
四
日（
日
）午
後
一
時
三
十
分
〜

第
二
回

平
成
二
十
二
年
一
月
二
十
四
日（
日
）

午
後
一
時
三
十
分
〜

会

場
／
広
坂
別
館
茶
室

参
加
費
／
各
回
八
〇
〇
円

定

員
／
各
回
親
子
十
組
二
十
名

体
験
講
座
応
募
方
法

往
復
は
が
き
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

往
信
の
宛
名
面

〒
九
二
〇－

〇
九
六
三

金
沢
市
出
羽
町
二－

一

石
川
県
立
美
術
館

普
及
課
宛

往
信
の
文
面

・
参
加
を
希
望
す
る
講
座
名

・
保
護
者
、
児
童
の
氏
名

・
学
年

・
住
所
、
電
話
番
号

返
信
の
宛
名
面

・
住
所
、
お
名
前

返
信
の
文
面

・
な
に
も
書
か
な
い
で
下
さ
い
。

※
定
員
を
上
回
っ
た
場
合
は
抽
選
に
な
り
ま

す
。
応
募
締
切
り
後
、
抽
選
結
果
を
返
信

し
ま
す
。

参加者募集 キッズ☆プログラム（小学生対象）

BIJUTSUKAN DAYORI No.3087



画
面
左
手
前
に
並
ぶ
、
ほ
と
ん
ど
色
が
失
わ
れ
て

白
化
し
た
貝
は
、
お
そ
ら
く
す
べ
て
中
に
住
ま
う
主

の
い
な
い
殻
で
す
。
青
の
不
規
則
な
段
で
表
現
さ
れ

た
画
面
左
側
に
は
海
が
、
右
側
に
は
と
こ
ろ
ど
こ
ろ

雲
が
流
れ
て
カ
モ
メ
が
漂
う
空
が
描
か
れ
て
い
ま
す

が
、
明
確
な
輪
郭
と
実
在
感
の
あ
る
貝
に
比
べ
て
、

海
と
空
は
幻
の
よ
う
に
は
か
な
げ
で
す
。
あ
る
い
は
、

こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
す
べ
て
が
貝
の
紡
ぎ
出
し
た
夢
、

太
古
の
昔
か
ら
変
わ
ら
な
い
海
の
営
み
の
詩
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

昭
和
六
十
三
年
に
日
本
芸
術
院
賞
を
受
賞
し
た

「
潮
風
」
と
同
じ
く
、
貝
を
テ
ー
マ
と
し
た
連
作
の

一
つ
で
す
。
師
の
一
人
で
あ
る
沈
金
の
人
間
国
宝
・

前
大
峰
に
も
通
じ
る
、
精
緻
で
表
現
豊
か
な
点
彫
り

沈
金
を
駆
使
し
て
、
貝
や
鳥
、
雲
な
ど
を
表
し
、
さ

ら
に
ア
ル
ミ
粉
や
色
漆
を
用
い
た
透
明
感
の
あ
る
色

彩
が
華
や
か
さ
を
添
え
て
い
ま
す
。
幾
何
学
的
な
海

と
、
叙
情
的
な
空
、
写
実
的
な
貝
の
、
各
々
の
表
現

が
調
和
し
た
、
見
る
者
に
さ
ま
ざ
ま
な
イ
メ
ー
ジ
を

呼
び
起
こ
す
作
品
で
す
。

作
者
の
三
谷
吾
一
は
輪
島
市
に
生
ま
れ
、
昭
和
八

わ
ら
び
ぶ
し
ゅ
う

年
か
ら
蕨
舞
洲
に
、
同
十
三
年
か
ら
前
大
峰
に
師

事
し
て
沈
金
を
学
び
ま
し
た
。
同
十
七
年
第
五
回
新

文
展
に
初
入
選
し
、
以
後
日
展
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。

輪
島
塗
技
術
保
存
会
会
長
で
あ
り
、
平
成
十
四
年
に

は
日
本
芸
術
院
会
員
と
な
っ
て
い
ま
す
。

海の詩 うみのうた 所蔵品紹介198

三谷吾一 みたにごいち 平成元年（1989）

企画展示室

「アンリ・リヴィエール展」
7月24日（金）～8月23日（日）

ご利用案内

コレクション展観覧料
一 般 350円（280円）
大学生 280円（220円）
高校生以下 無料
※（ ）内は団体料金

今月の開館時間
午前9:30～午後6:00
カフェ営業時間
午前10:00～午後7:00

第5展示室（近現代工芸）

「ガラスのきらめき」
7月24日（金）～8月23日（日）

第2展示室（古美術）

「浮世絵」
－夏祭りに夕涼み－

7月24日（金）～8月23日（日）

前田育徳会尊經閣文庫分館

国宝「北山抄」
－平成時代の儀式書－

7月24日（金）～8月23日（日）

〒920-0963 金沢市出羽町2番1号
Tel:076（231）7580 Fax:076（224）9550
URL http://www.ishibi.pref.ishikawa.jp/

石川県立美術館だより 第308号
2009年6月1日発行〈毎月発行〉

６月の休館日は２日（火）～4日（木）です。

次回の展覧会
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